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（1）　練馬の魅力の発信

55   練馬の魅力づくりと練馬ならではの観光の推進

●広報キャンペーンの実施

●スタジオツアー東京の開設に合わせた練馬の魅力発信
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３大事業を中心とした「ねりま推し」関連のPR
　５年度は、牧野博士をモデルにしたＮＨＫの連続テ
レビ小説の放映開始や、「ワーナー ブラザース スタ
ジオツアー東京 － メイキング・オブ・ハリー・ポッ
ター」の開設、全国都市農業フェスティバルの開催な
ど、区内で大きなプロジェクトが実施された。区はこ
れらの３大事業を、区の魅力発信の絶好の機会と捉え、
“ねりま推し ”を合言葉に、積極的な PRを行った。
　５年４月には、区民とともに練馬の魅力を発掘・発
信するため、Instagram「ねり丸の#ねりま推し」を
開設した。４月から11月まで、Instagram・イベント・
アンケートなどを通して「ねりま推し」を募集し、
2,130件の応募があった。これらをgoogle map上に
「ねりま推し MAP」として、６年３月に区公式ホー
ムページで公開した。
　また、区にゆかりのある12名の方に、推しの場所
や思い出を伺い、「ねりま推し冊子」としてまとめ、
６年３月に区ホームページで公開した。

１　ねりまシティ・ウィザード・プロジェクトの展開
　ねりま観光センターで、スタジオツアー東京周辺商
店会等での賑わい創出のため、「魔法」をコンセプト
にした「ねりまシティ・ウィザード・プロジェクト」
を展開した。
　５年度は、西武鉄道（株）および日本大学芸術学部
と連携し、壁面装飾によるフォトスポットを１か所設
置した。
　また、「シティ・ウィザード（まちの魔法使い）」と
して認定した、区内で活躍する職人等や魔法メニュー
を巡るキャンペーンを実施した。

２　区内周遊ツアーの実施
　スタジオツアー東京来場者の区内周遊を促進する
ため、野菜・果実の収穫体験や牧野記念庭園、美術館
等を巡る「区内周遊ツアー（ようこそ練馬ぶらり旅）」
を５年度から実施し、延べ 2,005 人が参加した。

３　外国人観光客受け入れセミナーの開催
　豊島園通り周辺商店および「区内周遊ツアー」協力
事業者を中心に、インバウンド対応を含めた外国人観
光客受け入れセミナーを２回開催し、延べ100人が
参加した。

（2）「練馬ならではの観光」の推進

●練馬の魅力を体感できる仕組みづくり
１　観光案内板の設置
　区内の鉄道20駅に1基ずつ観光案内板を設置して
いる。区内の観光スポット、名所、区立施設などを紹
介することで、区民や来訪者に練馬区の魅力を発信し
ている。観光案内板には、地図情報のほか、練馬区ゆ
かりのアニメを活用し、区の魅力を発信している。
注：観光案内板の設置駅：
　　練馬区内にある西武池袋線、西武新宿線、西武有楽町線、
　　都営大江戸線、東京メトロ有楽町線・副都心線、東武東上
　　線の各駅

２　練馬の魅力の発信
　練馬区公式アニメキャラクター「ねり丸」や練馬区
ゆかりのアニメを活用し、区の魅力に関する情報を区
内外に発信している。
　５年度は区内４か所に設置している東映、東映アニ
メーションの人気キャラクターをデザインしたマン
ホールのマンホールカードを観光案内所等で配布し、
区内周遊を促進している。

　区民や区外からの来場者が参加・交流し、練馬の魅
力を実感できる機会を創るため、区の２大まつりであ
る練馬まつり・照姫まつりを開催している。
　また、ジャパンアニメーション発祥の地である大泉
地域において、アニメをはじめとした映像文化資源を
活用したイベントを開催している。

３　ねりま観光センターの運営
　区は、（一社）練馬区産業振興公社ねりま観光セン
ターに、事業費等の補助を行うとともに、連携して観
光振興事業を展開している。ねりま観光センターが５
年度に実施した主な事業は、「ねりコレ2024」の募集
・認定、「体験型観光ツアー」の実施、「練馬カプセル」
等の観光ガイドの作成・配布およびねり丸グッズの制
作・販売などである。また、区が区内２か所に設置し
た観光案内所の運営を行っており、観光スポットやイ
ベントなどの情報発信のほか、「ねりコレ」等区内名
産品の販売を行っている。

●第46回練馬まつり
　練馬駅北口およびマロニエ通り周辺を会場に、出展
やステージイベントのほか、区民・産業プラザで練馬
産業見本市を同時開催した。

〔観光案内所利用状況〕 ５年度

名　称 利用者数（人）
ねりま観光案内所
石神井観光案内所

67,299
52,226

（3）練馬の魅力を感じるイベントづくり

〔第46回練馬まつりポスター〕

〔開催日〕５年10月15日（日）
〔場　所〕練馬駅北口およびマロニエ通り周辺
〔来場者〕20,000人
〔概　要〕・ステージ
　　　　・各種出展
　　　　・車両展示
　　　　・ヘブンアーティストによるパフォーマンス

　　　　・ヒーローショー
　　　　・映画『鉄道員』上映とトークショー

　　　　・スポーツひろば
〔主　催〕練馬まつり推進協議会

●第36回照姫まつり
　華やかな時代衣装を身にまとった照姫を中心に、勇
ましい鎧姿の武者などで構成された約100人が照姫行
列を行った。
〔開催日〕５年５月14日（日）
〔場　所〕都立石神井公園および西武池袋線石神井公
　　　　　園駅前とその周辺
〔来場者〕45,000人
〔概　要〕・照姫行列・出陣式・帰還式
　　　　・ステージ
　　　　・各種出展
　　　　・チャンバラ合戦・戦国ワークショップ
〔主　催〕照姫まつり推進協議会

213

　なお、今回は雨天での開催だったため、予定してい
たプログラムの一部中止や変更等を行った。
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●アニメプロジェクトin大泉2023

（4）風を感じるまちづくり

●散策しやすいまちづくり
　区では、都市計画道路や生活幹線道路などの新設に
当たり、バリアフリー化を図っている。併せて、地域
の景観に配慮した緑化、無電柱化、街路灯などの施設
整備による道路の質の向上を図り、安全・安心で散策
しやすいまちづくりを進めている。
　

〔第36回照姫まつりポスター〕

214

　大泉学園駅北口周辺の各会場で、アニメをはじめと
した映像文化資源を活用したイベントを開催した。
〔開催日〕５年５月28日（日）
〔場　所〕・大泉小学校・大泉図書館・妙延寺
　　　　　・大泉風致地区公園
　　　　　・東映アニメーションミュージアム
〔来場者〕19,500人
〔概　要〕・キャラクターショー
　　　　　・アニメーション上映会
　　　　　・トークショー
〔主　催〕アニメプロジェクトin大泉推進連絡会

［アニメプロジェクトin大泉2023キービジュアル］
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56  多文化共生、国際・都市交流の推進

●友好都市等との交流
１　北京市海

かい
淀
でん
区

年 動　き

昭和 63年「東京都区市町村友好代表団（団長・練馬区長）」が北
京市を訪問（交流開始）

平成 4年 海淀区長を招き「友好・協力交流に関する合意書」に
調印

5年 区民親善訪問団を海淀区へ派遣

14年

・海淀区に桜を寄贈
・「友好交流10周年記念写真展」開催
・海淀区少年少女合唱団と練馬児童合唱団による合同
演奏会を開催（友好交流10周年記念）

・区長が海淀区を訪問し「友好・協力交流に関する合
意書」に調印

19年
・「練馬区・北京市海淀区友好文化交流展」開催
・「友好交流15周年記念写真展」開催
・区議会代表団が海淀区を訪問

20年 海淀区から贈られた記念碑（友好交流 15周年・練馬
区独立60周年記念）を区役所本庁舎正面玄関に設置

24年
・海淀区少年少女合唱団と練馬児童合唱団による合同
演奏会を開催（友好交流20周年記念）

・練馬区スポーツ交流団（14人）を海淀区へ派遣

28年 北京市青少年キャラバン訪日団が練馬区を訪問、中学
生と交流

29年 練馬区独立 70周年記念式典参列のため、北京市海淀
区代表団が練馬区を訪問

30年 ・練馬区長・区議会代表団が北京市海淀区を訪問
・北京市海淀区代表団が練馬区を訪問

令和元年 北京市海淀区区民訪問団が練馬区を訪問
４年 友好提携30周年記念事業を実施

〔北京市海淀区　頤
い
和
わ
園
えん
〕

ユネスコの世界遺産に登録されている庭園公園

（1）各国文化の相互理解

●相互理解の促進と生活支援
　外国人区民と日本人区民が互いの文化・習慣の違い
を認め合い継続的な関係を築いていけるよう、さまざ
まな交流事業や講座を実施している。
　また、外国人区民の日常生活上の不安を解消し地域
の構成員として生活ができるよう、きめ細やかな生活
支援を行っている。
１　相互理解促進事業
⑴　外国人と日本人の交流
　　各国の文化紹介等を行うことにより、外国人区
民と日本人区民とが気軽に交流する場として、文
化交流カフェ（５月・７月・９月・11月・１月・
３月、全６回）を開催した。

⑵　やさしい日本語研修
　　分かりやすい日本語によるスムーズな意思疎通
を目指した研修を、区民と区職員を対象として実
施した。

⑶　日本語ボランティア実践研修
　　外国人区民へ日本語を教えるボランティアの
スキルアップ研修を実施した。

２　外国人区民への生活支援
⑴　外国語による相談窓口
　　毎週月～金曜日の午後、区役所本庁舎に外国語
による相談窓口を設け、区の事業・文化・学習情
報の提供や日常生活上の相談を受けている。（英
語・中国語・韓国語・タガログ語）

　注：韓国語は金曜日、タガログ語は月曜日のみ
⑵　文化交流ひろば　情報コーナー
　　平日午前10時～午後１時、土・日・祝休日午
後１～４時に、文化交流ひろば（光が丘）に情報コー
ナーを設け、各種の生活情報を多言語により提供
している。（英語：火・木・土、中国語：水・金・日、
韓国語：月）

⑶　日本語講座
　　「にほんごのきょうしつ」（４～12月）、「こど
も日本語教室」（原則、学校休業期間および第二
土曜日を除く毎週土曜日）を開催した。

３　ボランティアとの協動
　区の窓口で日本語を母語としない外国人への通訳を
行う通訳・翻訳ボランティアや、日本語講師のボラン
ティアの登録を随時受け付けている。５年度末現在の
登録者数は通訳・翻訳ボランティアが333人、日本語

講師ボランティアが180人である。　

215

区勢概要Ｒ６.indd   220区勢概要Ｒ６.indd   220 2024/08/05   9:402024/08/05   9:40


